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「褥瘡の外用薬治療を阻害する病態評価と基剤ファーストの重要性」(実習形式) 

講座情報 

褥瘡治療は局所治療が汎用されており、その中でも外用薬治療が多く利用されている。しかし、薬剤選択

やその使用方法が適切でないことから期待した効果が得られず、悪化や難治化することもある。薬剤選択だ

けでなく、使用した外用薬が創内に滞留せず、創外へ押し出されることで、効果を引き出せないこともある。

治療効果が発揮されない要因は外用薬治療に必要な病態の評価とその対策、外用薬の選択や使用方法

が外用薬の特性に見合っていないことなどが影響している。それらに着目しながら、外用薬が効く創環境を

整えることが褥瘡治療には欠かせない。それにはフルタメソッドが不可欠となる。 

 

講演 60 分、実習 120 分を予定しています。 

《実習内容》 

1.ブレンド軟膏の調製 

2.浅い褥瘡の処置 

3.深い褥瘡の処置 （褥瘡シミュレーター使用） 

4.体圧分散を考慮したパット固定 

 

《学習到達目標》 

1.褥瘡の発症と病態を理解する。 

2.薬剤滞留を阻害する病態と対策を理解する。 

3.基剤ファーストの意味を理解する。 

4.実技指導の実践を取得する。 

 

講演者情報 

古田 勝経 

医療法人愛生舘 小林記念病院 褥瘡ケアセンター センター長 

 

プロフィール 

＜略歴＞ 

1976 年 3 月  名城大学薬学部卒 

1976 年 4 月  国立名古屋病院 薬剤科 

1983 年 4 月  厚生省 環境衛生局 家庭用品安全対策室 

1990 年 4 月  国立療養所東名古屋病院 副薬剤科長 

2004 年 3 月  国立長寿医療研究センター 副薬剤部長  

2010 年 4 月  国立長寿医療研究センター 臨床研究推進部 高齢者薬物治療研究室長 

2015 年 4 月  医療法人愛生館 小林記念病院 褥瘡ケアセンター長 

国立長寿医療研究センター 薬剤部研究員                      現在に至る  
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＜認定資格＞ 

日本褥瘡学会 褥瘡・創傷専門薬剤師 

 

＜所属学会・委員等＞ 

日本褥瘡学会 学術教育委員会ガイドライン外用薬 WG 委員 

皮膚褥瘡外用薬学会 理事長 

医療薬学会 
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